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４．樹上動物のためのアニマルパスウェイに関する研究と実績 

清水建設㈱ 

 

・ ヤマネやリスをはじめとする樹上性小動物は、道路等による森林の分断により、採

餌・営巣・繁殖活動等が妨げられ、減少・絶滅の危機に瀕しており、社会的な問題

となっている。 

・ ヤマネの生態を研究している(財)キープ協会やまねミュージアムが中心となり、ニ

ホンヤマネ保護研究グループ、清水建設㈱、大成建設、㈲エンウィットが協働して、

技術とノウハウ等を提供し、ローコストで設置が容易な樹上性小動物専用の橋(アニ

マルパスウェイ)を開発した。 

・ 北杜市の要請により、北杜市市道上に設置し、ヤマネ等が頻繁に利用することを確

認し、その有効性を立証、産官学連携による生物多様性保全の好事例である。 

・ 全国の道路でアニマルパスウェイの設置を展開し、樹上性小動物の保護と森林の生

物多様性保全に奇与することを目指している。 

 



 



 


